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表紙の写真1

長野県上松の地附山地すべり

表紙は1985年7月27目午前8時40分頃に撮影された斜め写真である.画

面中央上の崖は北東一東西方向にほぼ直線状の滑落崖でその落差は50-60

血に達する･地すべりは円弧地すべりと考えられ画面のほぼ中央の木の

多い部分は円弧地すべりの末端に形成された隆起部の一部である.湯谷団

地や老人ホｰムの被害の多くは直接この地すべりによって受けたのではなく

主に円弧地すべりによって生じた隆起部の脚部から流下したいくつかの舌状

の流れ(舌状流)によって破壊されたと考えられる.湯谷団地北側(画面右

下)の被害は円弧地すべりの右側方からの直接の舌状流と末端隆起部からの

舌状流によるものである.湯谷団地南(画面中央下)にはまさに舌状に末端

隆起部から土石が流下しているがこれは小規模の舌状流の集合したものであ

る､老人ホｰム松寿荘は同様に末端隆起部からの舌状流で押し潰された

(画面左中央灰紫色の屋根)･舌状流の先端には下流方向に凸に湾曲した

Lわがみられる.(文:曽屋龍典写真提供:中目本航空)
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